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表２　真正の角度からみた教師の資質 ( 例 )
人間的な側面：
多様な価値の尊重と個の受容／すべての文化・
コミュニティ・人と公平に接する態度／相手の
立場に立って考える力
職業人として (教養を含む )：
ＩＣＴを含む表現力／生涯を通じて自分を教育
し続ける力／チームで仕事を推進する協調性・
社会性
教育専門職として：
子どもを観察・理解し日々の事象に対応する力／完全習得学習を目指すことができる実践力／
ラポールに基づく学級づくり
表３　真正の角度からみた教育総論の計画
１）教育の本質：子どもの内なる可能性を引き出すという概念を日々の実践につなげること
の理解
２）教育の目的：学習指導要領や学校の教育目標等を踏まえて自らの教育活動を推進する力
の育成
３）教育の歴史：家庭教育・社会教育を含め教育の歴史を踏まえて今日求められる教育を実
践することができる力の育成
４）教育の思想：子どもや家庭・学校に関する国内外の教育思想を必要に応じて適宜自分の
教育活動の場面で活用する認識
５）教育制度：社会背景や法的構造と学校教育制度とをつなぎ合わせた上で、その課題等を
理解すること
６）教育課程：年間指導計画を適切に管理し工学的・羅生門的接近に基づく工夫を行う認識
７）教育方法：子どもを中心とする個に応じた指導や有意味学習等をどうすれば実施できる
かに関する思考
８）生徒指導：共感・受容というスキルに基づく問題解決への認識
９）教師の在り方：人間性や実践力など教師に必要な資質を備えるために何をすればよいか
の思考
10）生涯学習：教師になった後も自己研鑽を続ける力の基礎
11）アンドラゴジー：対象に合わせた援助の仕方を使い分けるという認識
12）青少年教育：現代の青少年の特徴をつかみ日常の支援に役立たせる力の育成
13）家庭教育：家庭教育の今日的課題を踏まえて学校教育の在り方を模索する力の育成
14）学校・家庭・地域の連携：学校内外の人々と実際に協力していく認識
15）教育改革：日々の教育の改善や行政レベルの改革を包括的に理解する力
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表４　再構築された教育総論（概要）
１）教育の本質：教育の理念に関し、検討課題を発見し自分のシートに書き出し、その意味
を考える。
２）教育の目的：学習前後の認知の変化を振り返り文章化する。
３）教育の歴史：近代から現代に至る教育の歴史の要点をグループでまとめる。
４）教育の思想：テーマ (例　子どもの人権 )を選択し、あるべき教育の姿を考え出す。
５）教育制度：調べ学習により、学校教育制度のメリット・デメリットを考える。
６）教育課程：カリキュラム編成の構成要件を多角的に考える。
７）教育方法：複数の教授方法 (資料中の事例 )の違いについて板書により発表し、討論する。
８）生徒指導：問題を抱えた子どもへの対応策について検討する。
９）教師の在り方：どういった経験が教師としての資質を高めるかについて、全体で議論する。
10）生涯学習：意図的学習・無意図的学習 (偶発的学習 )の事例について列挙する。
11）アンドラゴジー：多様な対象への種々の教育方法の特徴 (差異 )について比較する。
12）青少年教育：グループによる事例の検討と発表。
13）家庭教育：実体験や事例から本質をとらえ、文章化する。
14）学校・家庭・地域の連携：資料から課題を見つけ出し、発表し、相互に参考にする。
15）教育改革：教育の改善・改革の事例を理解し、要点について発表する。
